
 
千葉県幕張新都心地下駐車場管理業務仕様書 

             

この仕様書は、千葉県幕張新都心地下駐車場（以下「駐車場」という。）の管理業務を指定管

理者が行うに当たり、その業務の細目及び基準を定めるものである。 

 

１ 管理運営の基本事項 

   本駐車場は、幕張新都心の道路交通の円滑を図り、県民の利便性に資することを目的と

して設置された公の施設であり、駐車場法（昭和３２年法律第１０６号）に基づく路外駐

車場である。 

   指定管理者は、この設置目的を踏まえ､次に掲げる事項に留意し、管理運営を行うことと

する。 

 （１）公の施設として、その利用に際し、平等かつ公平な取扱いを行うこと。 

    時間貸し利用を基本とするが、定期貸し利用についても、全日に係る定期駐車券及

び昼間に係る定期駐車券の発行枚数の合計が、収容台数の十分の四を超えない範

囲で認める。 

 （２）サービスの向上と利用拡大に取り組むこと。 

 （３）駐車場の出入りや駐車場内の安全を確保すること。 

 （４）駐車場内の防犯対策、環境負荷の低減等に十分配慮すること。 

 

２ 施設の概要 

（１）名 称 

   千葉県幕張新都心地下駐車場 

（２）所在地 

   千葉市美浜区中瀬二丁目２番３     （第一駐車場） 

   千葉市美浜区中瀬一丁目１１３番１ （第二駐車場） 

（３）施設概要 

 ア 地下第一駐車場 

      延床面積  １３，９１５㎡ 

      構  造  鉄筋コンクリート造 地上１階、地下１階 

      駐車方式  自走式 

      駐車台数  ２８０台 

      車両出入口 入口１か所、出口１か所 

      駐車できる車両 長さ５．３ｍ、幅１．９ｍ、高さ２．０ｍを超えない普通 

自動車 

  イ 地下第二駐車場 

      延床面積  ２１，３０３㎡ 

      構  造  鉄筋コンクリート造 地上１階、地下２階 

      駐車方式  自走式 

      駐車台数  ４５９台 

      車両出入口 入口１か所、出口１か所 

      駐車できる車両 長さ５．３ｍ、幅１．９ｍ、高さ２．０ｍを超えない普通 

自動車 



（４）供用時間 

    駐車場の供用時間は午前零時から午後十二時まで 

 

３ 業務の範囲 

（１）駐車場の運営に関する業務 

ア 利用料金の設定 

イ 利用料金の徴収 

（ア）駐車券の交付、回数駐車券・定期駐車券の発行 

（イ）自動精算機のつり銭準備金の用意及び補充 

（ウ）自動精算機で徴収した料金の回収 

  ウ 駐車場の利用促進対策 

  エ 駐車場の車両の誘導・整理・案内 

  オ 駐車場管理室における電話の対応 

  カ 利用者への駐車場利用方法等の周知・説明 

  キ 利用者の苦情等への対応 

  ク 放置自動車に対する対応 

  ケ 出入口の開閉、諸管制機器の作動・停止、警報機のセット・解除 

  コ 駐車場内の事件・事故発生及び設備故障時の速やかな対応並びに千葉県その他関係者

への通報 

  サ 定期利用希望者の受付・交付（定期券の発行台数の上限は、千葉県が管理規程で定め

る。） 

  シ 磁気駐車券等、蛍光灯等交換用照明機器、トイレットペーパー等の駐車場の管理運営

に要する消耗品の補充・交換 

  ス シに掲げる消耗品の購入費、通信料、電気料（駐車場外の大型案内看板３基の電気料

を含む。）、上下水道料、監視カメラやファックス・コピー機リース料等、駐車場の管理

運営に要する経費の支払い 

  セ 駐車場に関する自動車管理者賠償責任保険の加入 

（ア）第一駐車場 １９６台（収容台数の７割）以上 

保険金額の最低金額が５千万円以上のもの 

使用不能損害担保特約における保険金額の最低金額が１千万円以上のもの 

（イ）第二駐車場 ３２２台（収容台数の７割）以上 

保険金額の最低金額が１億円以上のもの 

使用不能損害担保特約における保険金額の最低金額が１千５百万円以上のもの 

ソ 駐車場に関する施設賠償責任保険の加入 

（ア）１名当たり賠償限度額    保険金額の最低金額が５億円以上のもの 

（イ）１事故当たり賠償限度額   保険金額の最低金額が５億円以上のもの 

  タ その他の業務 

（ア）事業計画書及び収支計画書の作成 

（イ）事業報告書の作成 

（ウ）日報・月報・その他各種報告書の作成 

（エ）千葉県への納付金の支払い 

（オ）関係機関との調整 



（カ）その他駐車場経営に付随する業務 

（２）駐車場の施設及び設備の維持管理に関する業務 

  ア 駐車場内の清掃 

（ア）駐車場内清掃（駐車場管理室、車路、駐車室、通路、階段、給排気機械室（ドライ

エリア含む）、昇降機） 

（イ）便所清掃 

（ウ）汚水槽清掃 

  イ 駐車場内設備の保守点検 

    次の（ア）から（ク）までに掲げる設備を対象に保守点検を実施するものとし、保守

点検業務を第三者に委託する場合における業務の基準は、別記１－２から別記１－１１

によるものとする。 

（ア）防災設備 

（イ）昇降機 

（ウ）駐車場管制装置 

（エ）受水槽設備 

（オ）給排水設備 

（カ）汚水槽設備 

（キ）空調機設備 

（ク）駐車場案内・表示板 

ウ 磁気駐車券等の補充・交換並びに蛍光灯等の故障時の交換 

  エ 駐車場内の巡視点検 

    定期的に駐車場内を巡視し､駐車場内の事故等の防止、設備異常の早期発見等駐車場内

状況の把握に努めること。 

  オ 駐車場の施設・設備等に係る小規模修繕 

    指定管理者が必要と認めて行う小規模修繕のほか、修繕の必要があると千葉県が認め

たものについては、千葉県は指定管理者と協議の上、指定管理者に修繕を行わせること

ができる。 

カ 自家用電気工作物の保安管理業務 

  指定管理者は電気事業法に定める自家用電気工作物の工事、維持及び運用に関する保

安の監督に係る業務を実施すること。 

   

４ 人員配置体制 

（１）各駐車場管理室には、毎日（２４時間体制）１名以上配置すること。 

（２）駐車場を利用するものへのサービス向上を図るため、配置する職員全員が業務全体を理

解し、処理できるよう職員教育を随時行うこと。 

（３）現金管理、駐車場内安全確保及び関係機関との連絡調整のため、現場責任者を駐車場ご

とに配置すること。 

 

５ 管理規程 

（１）駐車場法第１３条の規定による「管理規程」を定め、千葉県の承認を得ること。 

（２）千葉県の承認を得た後、「管理規程」を千葉市に届けること。 

 



６ 協議事項 

（１）事業計画書提出後に新たな事業を企画・実施するなど事業計画を変更する場合、実施内

容や利用者から徴収する料金等について、事前に千葉県への協議を行うこと。 

（２）管理運営業務の遂行に当たり、この仕様書に定めのない事項及び疑義の生じた事項につ

いては、千葉県と協議の上、業務を行うものとする。 

 



別記１－２ 

防災設備保守点検業務 

 

 駐車場の防災設備保守点検業務の実施に関し、必要な事項を定めるものとする。  

 

１ 委託対象設備 

  委託する設備内容は、次のとおりとする。  

  （１）自動火災報知設備 

  （２）防火・防排煙設備 

  （３）非常放送設備 

  （４）誘導灯設備 

  （５）泡消火設備 

  （６）連結送水管設備 

  （７）連結散水設備 

  （８）消火器 

  （９）非常コンセント設備 

  （10）防火シャッター設備 

 

２ 点検業務 

（１）受託者は、設置された防災設備の機能保全のため、点検技術員を派遣し、消

防法及び同法施行令並びに同法施行規則に定める所要の点検を行うものとす

る。 

（２）契約期間中に防災設備の機器点検を６ヶ月に１回、総合点検（機器点検内容

含む）を１年に１回行うものとする。 

 

３ 委託者は、万一火災、その他によって作動した場合及び駐車場内において火災

事故を発見した場合は、遅滞なく受託者に通知し、受託者はこの通知を受けたと

きは、速やかに適切な処置をとるものとする。 

 

４ 委託者は、下記の場合速やかに受託者に通知し、相互協力して設備の保全に当

たるものとする。 

（１）次の事由により消防設備が作動した場合 

  ア 雨水、漏水、異常高温等により、電路又は機器に異常が発生した場合。 

  イ その他の異常原因及び原因不明により作動した場合。 

（２）次の事由により消防設備の機能に支障が発生した場合。 

  ア 水漏れ、水圧低下、ガス漏れ等による異常が発生した場合。 

  イ いたずら、事故等により機器、配管等に故障が発生した場合。 

 

５ 保守点検範囲は、別紙１及び別紙２のとおりとする。  

 



 点検対象機器 

品      名 数  量 型  名 備   考 

（１）受 信 機 １台 Ｐ型１級  

（２）差動式スポット型感知器 ５４３個   

（３）定温式スポット型感知器 ２６個   

（４）煙  感  知  器 ２８個   

（５）発 信 機 １４個 Ｐ型1･2巡回  

（６）電   鈴 １５個   

（７）表 示 灯 １４個   

（８）連動制御盤 １台 Ｌ２００  

（９）中 継 盤 １台 Ｌ１０  

（10）煙  感  知  器（連動用） １５個   

（11）防火シャッター １０台   

（12）防 火 扉 ２台   

（13）排煙口・排煙窓 ３５台   

（14）排煙口  手動開放装置 ３５台   

（15）排 煙 機 ２基   

（16）電鈴・ブザー １０個   

（17）増 幅 器 １台 ６０Ｗ  

（18）自動火災報知器設備の連動 １台   

（19）スピーカー ６３個   

（20）誘 導 灯 ８４個   

（21）加圧送水装置 １式   

（22）自動起動装置 １式   

（23）混  合  装  置 １式   

（24）原液タンク操作部共 １式   

（25）流水検知装置 ４台   

（26）一斉開放弁 １３３台 減圧開放型  

（27）手動開放弁 １３３台   

（28）ポンプ操作盤 １台   

（29）泡ヘッド 1,707個   

（30）感知ヘッド 758個   

（31）呼  水  装  置 １式   

（32）送水口 ２組   

（33）散水ヘッド １９個   

（34）粉末消火器 ４９本   

（35）移動式粉末消火器 １式   

（36）防火シャッター １２枚   

（37）防火ダンパー ５４台   

（38）上記設備に付随する常用電源 １式   

 

 

 

 

 

別紙１     地下第一駐車場  防災設備保守点検対象機器  



点検対象機器 

品      名 数  量 型  名 備   考 

（１）受 信 機 １台 Ｐ型１級  

（２）差動式スポット型感知器 ８３９個   

（３）定温式スポット型感知器 ６２個   

（４）煙感知器 １０個   

（５）発信機 ２６個 Ｐ１・２巡回  

（６）表示灯 ２６個   

（７）電鈴 ２６個   

（８）連動操作盤 １台 Ｌ２００  

（９）煙感知器（連動用） ３９個   

（10）定温式スポット型感知器（連動用） ３３個   

（11）防火シャッター ２２台   

（12）防火扉 ２４台   

（13）排煙口・排煙窓 ６９台   

（14）排煙機 １基   

（15）起動盤 １台 スターデルタ  

（16）電鈴 ２２個   

（17）増幅器 １台 Ｗ４８０  

（18）スピーカー回線 １式 Ｌ２０  

（19）自動火災報知設備の連動 １式   

（20）スピーカー ９１個   

（21）非常電源 １式   

（22）誘導灯 １０８個   

（23）加圧送水装置 １組   

（24）自動起動装置 １式   

（25）混合装置 １式   

（26）泡タンク １式   

（27）流水検知装置自動警報弁 ８台   

（28）一斉開放弁 ２１４台   

（29）手動開放弁 ２１４台   

（30）ポンプ操作盤 １台   

（31）泡ヘッド 2,375個   

（32）感知ヘッド 1,250個   

（33）呼水装置 １台   

（34）連結放水口 ８組   

（35）連結送水口 ５組   

（36）散水ヘッド ２０個   

（37）大型消火器 ５台 車載式  

（38）粉末消火器 ８４本   

（39）非常コンセント ８台 ２００Ｖ  

（40）表示灯 ８個   

（41）防火シャッター ２１枚   

（42）防火ダンパー ３８台   

（43）上記設備に付随する常用電源 １式   

 

別紙２     地下第二駐車場  防災設備保守点検対象機器  



別記１－３ 

昇降機保守点検業務 

 

 駐車場の昇降機保守点検業務の実施に関し、昇降機が常に安全で最良の運行を維

持するよう必要な事項を定めるものとする。 

 

１ 委託対象設備 

  委託する設備内容は次のとおりとする。 

  ・乗用エレベーター 定員１１人 ２基 東芝エレベータ(株)製 

 型式：ＳＰ１１－ＣＯ４５（地下第一駐車場） 

 型式：ＳＰ１１－ＣＯ６０（地下第二駐車場） 

 

２ 保守点検（建築基準法第８条関連） 

（１）昇降機の性能を維持するため、概ね１ヶ月以内ごとに専門技術者を派遣して

昇降機機器全般を点検し、必要に応じ清掃、給油、調整を行い適切な処置を行

うものとする。 

（２）定期点検の結果については、「メンテナンス報告書」を提出するものとする。 

 

３ 定期整備 

（１）稼動頻度などの稼動データを考慮した適切な保守計画及び保守点検の結果に

より機器の性能維持に必要と判断される場合は、専門技術者を派遣し直ちに修

理又は部品の取替を行うものとする。 

（２）定期整備の結果については、「メンテナンス報告書」を提出するものとする。 

 

４ 定期検査（建築基準法第１２条関連） 

（１）概ね１年以内ごとに、法令で定められた有資格者が「国土交通大臣が定める

基準（平成２０年国土交通省告示第２８３号）」に適合しているかを調査し、予

防保全的措置をとるものとする。 

（２）調査結果については、「定期検査報告書」を提出するものとする。 

（３）計測データ 

   検査項目、検査事項、検査方法、判定基準については「平成２０年国土交通

省告示第２８３号別表第一」に基づいて行う。 

 

５ 故障時の対応 

不時の故障により連絡を受けた場合、技術員を派遣し適切な処置を行うものと

する。 



別記１－４ 

駐車場管制装置（定期）保守点検業務  

 

 駐車場の管制装置（定期）保守点検業務の実施に関し、必要な事項を定めるもの

とする。 

 

１ 委託対象設備  

  委託する設備内容は次のとおりとする。 

  【地下第一駐車場】 

     駐車券発行機  （ＴＤ－６８０）     ２台 

     無人精算機   （ＡＰ－６８０）   ２台 

     有人精算機   （ＦＣ－５５０）   ２台 

     ゲート装置   （ＧＴ－６５０）   ４台 

     

  【地下第二駐車場】 

     駐車券発行機  （ＴＤ－６８５）   ２台 

     無人精算機   （ＡＰ－６８５）   ２台 

     有人精算機   （ＦＣ－５５０）   ２台 

     ゲート装置   （ＧＴ－６５１）   ５台 

       

２ 点検業務 

（１）受託者は、駐車場に設置した管制装置の機能保全のため、点検技術員を派遣

し、同装置が常に支障なく稼働できるよう保守点検を行うものとする。 

（２）契約期間中に管制装置の定期点検を、月に１回とするものとする。 

 

３ 補 修  

保守点検のほか対象物件に異常を生じた場合には、委託者の要請により速やか

に不具合の補修を行うものとする。 

 

４ 保守範囲及び部品交換 

（１）保守範囲は、別紙３及び別紙４のとおりとする。 

   ただし、受託者の責によらない事故に起因する修理は、保守点検に含まれな

いものとする。 

（２）保守点検に必要な油脂類、ウエス等は、受託者の負担とする。 

（３）損傷及び摩耗した部品の交換を行う場合の費用は、保守点検には含まないも

のとする。 

   ただし、下記部品については、保守契約に含むものとする。  

 



   ①  駐車券リーダー      

   ②  発券ユニット      

   ③  定期券リーダー        年間各２台以内 

   ④  紙幣リーダー 

   ⑤  ジャーナルプリンター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



地下第一駐車場管制装置（定期）保守点検対象機器 

 
点検対象機器 

品     名 数 量 型   名 備  考 

（１）駐車券発行機 ２台 ＴＤ－６８０  

（２）無人精算機 ２台 ＡＰ－６８０  

（３）有人精算機 ２台 ＦＣ－５５０  

（４）ゲート装置 ４台 ＧＴ－６５０  

（５）信号灯・表示灯  １式    

（６）ループコイル １式   

（７）車両感知器 １式 ＭＴＳ－１１０  

（８）駐車場管制・中央処理装置 １式   

 

目視点検対象機器 

品     名 数 量 型   名 備  考 

（１）ターミナルボックス ２台   

（２）駐車場管制・中央監視 １式   

（３）車両検知器 １台   

（４）在否制御盤 ６台   

（５）超音波式在否感知器 １６０台   

（６）駐車スペース誘導灯 ５２灯   

（７）入口満車灯 １灯   

（８）ブロック満車灯 ４灯   

（９）片面２位信号灯 １灯   

（10）出口警報灯 １灯   

（11）場内点滅灯 ２灯   

（12）２方向案内表示灯 １灯   

（13）案内表示灯 ４灯   

（14）表示灯 １灯   

（15）超音波センサー １台   

（16）非常埋込押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ １台   

（17）ＩＴＶカメラ ３２台   

（18）ＩＴＶカメラレコーダー  １台  NR-8200T(2TB×1)  

（19）グラフィック表示灯 ２灯   

（20）インターホン ３１台   
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地下第二駐車場管制装置（定期）保守点検対象機器  

 

 点検対象機器 

品     名 数 量 型   名 備  考 

（１）駐車券発行機 ２台 ＴＤ－６８５  

（２）無人精算機 ２台 ＡＰ－６８５  

（３）有人精算機 ２台 ＦＣ－５５０  

（４）ゲート装置 ５台 ＧＴ－６５１  

（５）ループコイル １７本   

（６）信号灯表示灯  １式    

（７）車両感知器 １６台 ＭＴＳ－１１０  

（８）中央処理装置 １式   

 

 目視点検対象機器 

品     名  数 量 型   名 備  考 

（１）ターミナルボックス ２台   

（２）駐車場管制・中央監視 １式   

（３）副監視盤 １台   

（４）ＩＴＶ監視盤 １台   

（５）車両検知器 ４台   

（６）在否制御盤 １０台   

（７）超音波式在否感知器 ３６９台   

（８）駐車スペース誘導灯 １４６灯   

（９）入口満車灯 １灯   

（10）ブロック満車灯 ２灯   

（11）片面２位信号灯 ３灯   

（12）出口警報灯 ２灯   

（13）場内点滅灯 ４灯   

（14）２方向案内表示灯 １灯   

（15）案内表示灯（片面）  ３台    

（16）大型案内表示灯  ２台    

（17）案内表示灯（両面）  １台    

（18）小型案内表示灯  ２灯    

（19）総合満車灯  ２灯    

（20）超音波センサー  ２台    

（21）非常埋込押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ ２台   

（22）ＩＴＶカメラ ５２台   

（23）グラフィック表示灯 １灯   

（24）２方向満車灯 ２灯   

（25）車高オーバー電光表示灯 １灯   

（26）投受光器（車高オーバー） １式   

（27）字幕表示 ２灯   

（28）インターホン ４１台   
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別記１－５ 

駐車場管制装置（精密）保守点検業務  

 

 駐車場の管制装置（精密）保守点検業務の実施に関し、必要な事項を定めるもの

とする。 

 

１ 委託対象設備  

  委託する設備内容は次のとおりとする。 

  【地下第一駐車場】 

     駐車券発行機  （ＴＤ－６８０）     ２台 

     無人精算機   （ＡＰ－６８０）   ２台 

     有人精算機   （ＦＣ－５５０）   ２台 

     ゲート装置   （ＧＴ－６５０）   ４台  

インターホン及び信号灯・表示灯    １式 

     ループコイル車両感知器        １式 

      

  【地下第二駐車場】 

     駐車券発行機  （ＴＤ－６８５）   ２台 

     無人精算機   （ＡＰ－６８５）   ２台 

     有人精算機   （ＦＣ－５５０）   ２台 

     ゲート装置   （ＧＴ－６５１）   ５台  

インターホン及び信号灯・表示灯    １式 

     ループコイル車両感知器        １式 

 

２ 点検業務 

（１）受託者は、駐車場に設置した管制装置の機能保全のため、点検技術員を派遣

し、同装置が常に支障なく稼働できるよう保守点検を行うものとする。 

（２）契約期間中に管制装置の精密点検を、年に２回とするものとする。 

 

３ 補 修  

保守点検のほか対象物件に異常を生じた場合には、委託者の要請により速やか

に不具合の補修を行うものとする。 

 

４ 保守範囲及び部品交換 

（１）保守範囲は、別紙５及び別紙６のとおりとする。 

   ただし、受託者の責によらない事故に起因する修理は、保守点検に含まれな

いものとする。 

（２）保守点検に必要な油脂類、ウエス等は、受託者の負担とする。 



（３）損傷及び摩耗した部品の交換を行う場合の費用は、保守点検には含まないも

のとする。 

   ただし、下記部品については、保守契約に含むものとする。 

   ① 駐車券リーダー     

   ② 発券ユニット     

   ③ 定期券リーダー       年間各２台以内 

   ④ 紙幣リーダー 

   ⑤ ジャーナルプリンター 
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地下第一駐車場管制装置（精密）保守点検対象機器 

 

点検対象機器 

品     名 数 量 型   名 備  考 

（１）駐車券発行機 ２台 ＴＤ－６８０  

（２）無人精算機 ２台 ＡＰ－６８０  

（３）有人精算機 ２台 ＦＣ－５５０  

（４）ゲート装置 ４台 ＧＴ－６５０  

（５）信号灯・表示灯 １式   

（６）ループコイル １式   

（７）車両感知器  １式    

（８）駐車場管制・中央処理装置  １式    

 

目視点検対象機器 

品     名 数 量 型   名 備  考 

（１）ターミナルボックス ２台   

（２）駐車場管制・中央監視 １式   

（３）車両検知器 １台   

（４）在否制御盤 ６台   

（５）超音波式在否感知器 １６０台 ＭＴＳ－５０２  

（６）駐車スペース誘導灯 ５２灯   

（７）入口満車灯 １灯   

（８）ブロック満車灯 ４灯   

（９）片面２位信号灯 １灯   

（10）出口警報灯 １灯   

（11）場内点滅灯 ２灯   

（12）２方向案内表示灯 １灯   

（13）案内表示灯 ４灯   

（14）表示灯 １灯   

（15）超音波センサー １台   

（16）非常埋込押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ １台   

（17）ＩＴＶカメラ ３２台   

（18）ＩＴＶカメラレコーダー １台 NR-8200T(2TB×1)  

（19）グラフィック表示灯  ２灯    
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地下第二駐車場管制装置（精密）保守点検対象機器 

 

 点検対象機器 

品     名 数 量 型   名 備  考 

（１）駐車券発行機 ２台 ＴＤ－６８５  

（２）無人精算機 ２台 ＡＰ－６８５  

（３）有人精算機 ２台 ＦＣ－５５０  

（４）ゲート装置 ５台 ＧＴ－６５１  

（５）ループコイル １７本   

（６）信号灯表示灯  １式    

（７）車両感知器 １６台 ＭＴＳ－１１０  

（８）中央処理装置 １式   

 

 目視点検対象機器 

品     名  数 量 型   名 備  考 

（１）ターミナルボックス ２台   

（２）駐車場管制・中央監視 １式   

（３）副監視盤 １台   

（４）ＩＴＶ監視盤 １台   

（５）車両検知器 ４台   

（６）在否制御盤 １０台   

（７）超音波式在否感知器 ３６９台   

（８）駐車スペース誘導灯 １４６灯   

（９）入口満車灯 １灯   

（10）ブロック満車灯 ２灯   

（11）片面２位信号灯 ３灯   

（12）出口警報灯 ２灯   

（13）場内点滅灯 ４灯   

（14）２方向案内表示灯 １灯   

（15）案内表示灯（片面）  ３台    

（16）大型案内表示灯  ２台    

（17）案内表示灯（両面）  １台    

（18）小型案内表示灯  ２灯    

（19）総合満車灯  ２灯    

（20）超音波センサー  ２台    

（21）非常埋込押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ ２台   

（22）ＩＴＶカメラ ５２台   

（23）グラフィック表示灯 １灯   

（24）２方向満車灯 ２灯   

（25）車高オーバー電光表示灯 １灯   

（26）投受光器（車高オーバー） １式   

（27）字幕表示 ２灯   

 
 



別記１－６ 

受水槽設備保守点検業務 

 

 駐車場の受水槽設備保守点検業務の実施に関し、受水槽設備の正常な機能を維持

するため次のとおり保守点検業務を実施する。 

 

１ 清掃作業業者は衛生的衣服を着用し、また着帽し作業すること。 

２ 清掃用具は、作業前に必ず１０％以上の塩素で消毒したものを使用すること。 

３ 高圧噴射洗浄機で使用する水は、塩素濃度１００ppm 以上の水を使用すること。 

４ 前年配管類に巻いたサビ止め用テープは撤去すること。 

 

【 受 水 槽 】  

（１）止水栓又は給水バルブを閉めること。 

（２）水槽の排水は、持込み水中ポンプ等で排水し、バキュームポンプ車による排

水はできるだけ避けること。 

（３）槽内、上下周囲の壁面高圧噴射洗浄機（送風機又は換気扇を併せて使用のこ

と）で洗浄をし、また鉄ハシゴ・ポンプ・送水管、その他の配管類の鉄サビを

ワイヤーブラシ（目の細かいもの）等で落とし、サビ止め用テープでテーピン

グをすること。（槽内に入る前に手指の消毒及び履物の滅菌は必ず行うこと。） 

（４）定水位弁及びボールタップのサビ落としを行うこと。 

（５）各種の遺物・汚物・汚水を取り出し、汲み出し新水にて槽内ポンプ配管類の

洗浄をし、残水処理機で槽内の残水処理を行う。なお、残水処理機で処理でき

ない部分はウエスにて完全に拭き取ること。 

（６）マンホールの鉄フタのサビ落とし及び塗装を行うこと。（塗装は速乾性の塗料

を使用のこと。） 

（７）ポンプのエアーロック防止のため、エアー抜きを行うこと。 

（８）止水栓または給水バルブを開けて水を入れること。 

（９）ポンプの回転試験の確認をすること。 

（10）水の濁りがないかどうか確認すること。 

（11）定水位弁及びボールタップの作動確認をすること。 

（12）受水槽を満水状態にし、揚水ポンプの自動運転の作動、各部所への給水状態

を確認し、槽内及び蛇口末端の残留塩素濃度を測定すること。 

 

５ その他 

（１）本作業に起因し、委託者又は第三者に損害を与えた場合は、受託者の責任に

おいて処理するものとする。 

(２）作業実施に当たり本仕様書に定めのない事項又は不明な点が生じた場合は、

その都度協議し指示に従うこととする。 



別記１－７ 

給排水設備（機器）保守点検業務 

 

駐車場の給排水設備（機器）保守点検の実施に関し、給排水設備（機器）の正常

な機能を維持するため次のとおり必要な事項を定めるものとする。 

 

１ 委託対象設備 

 委託する設備内容は、次のとおりとする。  

   【地下第一駐車場】 

     上水加圧給水ポンプユニット  １台  

雑排水ポンプ         ６台 

     汚水ポンプ          ４台  

 

   【地下第二駐車場】  

     上水加圧給水ポンプユニット  １台  

雑排水ポンプ         ８台  

     汚水ポンプ          ４台  

 

   ※フロートスイッチ等、付属機器含む  

 

２ 点検内容 

駐車場に設置された給排水設備機器の機能保全のため、点検技術員を派遣し、

同機器が常に支障なく稼働できるように保守点検を行うものとする。 

 

３ 補 修  

保守点検のほか対象物件に異常を生じた場合には、委託者の要請により速やか

に不具合の補修を行うものとする。 

 

４ その他 

（１）本作業に起因し、委託者又は第三者に損害を与えた場合は、受託者の責任に

おいて処理するものとする。 

（２）作業実施に当たり本仕様書に定めのない事項又は、不明な点が生じた場合は、

その都度協議し指示に従うこととする。 

（３）保守点検に必要な油脂類、ウエス等は、受託者の負担とする。 

（４）損傷及び摩耗した部品交換を行う場合の費用は、保守点検には含まれない  

ものとする。  



別記１－８ 

汚水槽保守点検・清掃業務 

 

 駐車場の汚水槽清掃業務の実施に関し、汚水槽の正常な機能を維持するため、次

のとおり清掃及び点検を実施する。 

 

１ 汚水槽清掃 

（１）清掃を実施するに当たり、作業の安全管理事故防止及び設備等に損害を与え

ないように十分注意すること。  

（２）槽内の酸素濃度が１８％以下の場合は、送風機により酸素濃度を１８％以上

に調整して作業を実施する。  

（３）槽内の酸素濃度を確認後、作業主任者の指導のもとに作業を実施する。  

（４）作業の服装は、送風装置付マスクを使用する。  

（５）槽内の汚水は、排水ポンプを手動に切替え、汚水を全量排出する。 

 

２ 洗浄・消毒 

（１）高圧洗浄機を使用し、槽内設備の付着物を取除き洗浄する。  

（２）洗浄後、槽内部全部に次亜塩素酸ナトリウム消毒液を散布し消毒する。 

 

３ 残査・異物処理 

  高圧洗浄機で洗浄後、残査・異物を引き出し完全に除去する。 

 

４ 点検・測定 

（１）ポンプのケーシングを取り外し、内部を点検し、作業ができることを確認  

する。  

（２）ポンプのケーブル、フロートスイッチが適正に作動するか、その有無を確認

する。  

（３）排水管及び排水管支持金具の損傷の確認をする。 

（４）絶縁抵抗の測定及び電流値を確認する。 

 

５ その他 

（１）本作業に起因し委託者又は第三者に損害を与えた場合は、受託者の責任に  

おいて処理する。  

（２）作業実施に当たり、本仕様書に定めない事項、又は、不明な点が生じた場合

は、その都度協議し指示に従うものとする。 



別記１－９ 

空調機設備（機器）保守点検業務 

 

駐車場の空調機設備（機器）保守点検の実施に関し、空調機設備（機器）の正常

な機能を維持するため次のとおり必要な事項を定めるものとする。 

 

１ 委託対象設備 

 委託する設備内容は、次のとおりとする。  

  【地下第一駐車場】 

     空調機     壁掛型ヒートポンプエアコン     ４台    

     給気ファン                    １７台  

     排気ファン                    ２９台  

     デリベントファン                 １７台 

     全熱交換機   天井埋込型             ３台  

   

  【地下第二駐車場】  

     空調機     天井カセット型ヒートポンプエアコン ３台  

             壁掛型ヒートポンプエアコン     １台  

     給気ファン                    ２３台  

     排気ファン                    ２９台  

デリベントファン                 ２６台  

     全熱交換器   天井埋込型             ２台  

             天井カセット型           １台 

 

２ 点検内容 

駐車場に設置された空調機器の機能保全のため、点検技術員を派遣し、同機器

が常に支障なく稼働できるように保守点検を行うものとする。 

 

３ 補 修  

保守点検のほか対象物件に異常を生じた場合には、委託者の要請により速やか

に不具合の補修を行うものとする。 

 

４ その他 

（１）本作業に起因し、委託者又は第三者に損害を与えた場合は、受託者の責任に

おいて処理するものとする。 

（２）作業実施に当たり本仕様書に定めのない事項又は、不明な点が生じた場合は、

その都度協議し指示に従うこととする。 

（３）保守点検に必要な油脂類、ウエス等は、受託者の負担とする。 



（４）損傷及び摩耗した部品交換を行う場合の費用は、保守点検には含まれない  

ものとする。  

（５）空調機については、フロン排出抑制法に基づく、フロンガス漏洩点検を行う

ものとする。  



別記１－１０ 

空調機設備（濾材）保守点検業務 

 

 駐車場の空調機設備（濾材）保守点検業務実施に関し、必要な事項を定めるもの

とする。 

 

１ 委託対象設備 

  【地下第一駐車場】 

     オートロールエアフィルター装置（東洋空調(株)） 

     ＡＦ－１  Ｎ３Ｂ－３００ＡＬＰＳ型 ３連式 １基 

            １．６ｍ幅 × ２０ｍ巻     ３巻 

          Ｎ２ＢＭ－３２０ＡＬＰＳ型 ３連式 １基        

            １．６ｍ幅 × ２０ｍ巻    ２巻 

            １．２ｍ幅 × ２０ｍ巻    １巻 

     ＡＦ－２ Ｎ２ＢＭ－３２０ＡＬＰＳ型 ３連式 １基 

            １．６ｍ幅 × ２０ｍ巻    ２巻 

            １．２ｍ幅 × ２０ｍ巻    １巻        

          Ｎ２ＢＭ－３２０ＡＬＰＳ型 ３連式 １基 

            １．６ｍ幅 × ２０ｍ巻    ２巻 

            １．２ｍ幅 × ２０ｍ巻    １巻 

 

     使用ロールフィルター濾材 

     （非再生形：トラベロンＡＴ－２００Ｒ） 

       Ｍタイプ １．２ｍ × ２０ｍ巻  ３巻 

       Ｂタイプ １．６ｍ × ２０ｍ巻  ９巻 

 

  【地下第二駐車場】 

     オートロールエアフィルター装置（進和テック(株)） 

     ＡＦ－１ ♯１８－３０００ ３連式      １基 

           １．７４４ｍ幅 × ２０ｍ巻   ３巻       

     ＡＦ－２ ♯１８－１３００ ３連式      １基 

           １．７４４ｍ幅 × ２０ｍ巻   ３巻 

     ＡＦ－３ ＃１５－３０００ ３連式      １基 

           １．４４０ｍ幅 × ２０ｍ巻   ３巻 

     ＡＦ－４ ＃１５－３０００ ３連式      １基 

           １．４４０ｍ幅 × ２０ｍ巻   ３巻 

     ＡＦ－５ ＃１５－３０００ ３連式      １基 

           １．４４０ｍ幅 × ２０ｍ巻   ３巻 



     ＡＦ－６ ＃１５－３０００ ３連式      １基 

           １．４４０ｍ幅 × ２０ｍ巻   ３巻 

 

     使用ロールフィルター濾材 

     （非再生形：ロール・オ・マット 

       ♯６ １．７４４ｍ × ２０ｍ巻  ６巻 

       ♯５ １．４４０ｍ × ２０ｍ巻 １２巻 

 

２ 保守事項 

（１）ロールフィルター濾材（非再生形）を巻取り装置から外し、新品に取り替え

るものとする。 

（２）使用済のロールフィルターは、受託者が引取り処分するものとする。 

（３）取り替える新品ロールフィルターは、各装置型式のメートル幅のものを使用

するものとする。 

（４）本作業に起因し、委託者又は第三者に損害を与えた場合、受託者の責任にお

いて誠意を持って処理するものとする。 

（５）作業の開始及び実施日の変更等が生じた場合、必ず事前に当該担当者の了解

を得るものとする。 

（６）作業実施に当たり本仕様書に定めのない事項又は、不明な点が生じた場合、

その都度担当者と協議し、指示に従うものとする。 

 



別記１－１１ 

駐車場案内・表示板保守点検業務 

 

 駐車場の案内・表示板保守点検業務の実施に関し、案内・表示板の正常な機能を

維持するため次のとおり必要な事項を定めるものとする。 

 

１ 委託対象設備 

  委託する設備内容は次のとおりとする。 

   ・ＬＥＤ式表示板  （ＬＦＳ１）   １基  

                      （ＬＦＳ２）       １基  

   ・行先案内板    （ＪＦＳ１）       １基  

             （ＪＦＳ２）       １基  

             （ＪＦＳ３）       １基  

 

２ 点検業務 

（１）案内・表示板の機能保全のため、点検技術員を派遣し、同装置が常に支障   

なく稼働できるよう保守点検を行うものとする。 

（２）契約期間中に案内・表示板の精密点検及び定期点検をそれぞれ年に各１回  

するものとする。 

 

３ 補 修  

保守点検のほか対象物件に異常を生じた場合には、委託者の要請により速やか

に不具合の補修を行うものとする。 

 

４ その他 

（１）保守点検に必要な油脂類、ウエス等は、受託者の負担とする。 

（２）損傷及び摩耗した部品の交換を行う場合の費用は、保守点検には含まれない

ものとする。 

 

 


